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製造業様向け製造DXのリアルイベントのご案内

開催日

開催場所

いわゆる「2025年の崖」について、レガシーシステム、老朽化、既存のITシステムが残存した際に発生するで
あろう経済損失以外にも数々の問題が想定されています。
例えば、デジタル人材不足、ノウハウの喪失、全社を通しての最適システムの構築、カスタマイズ対応、生産
設備問題などの早急な対応/対策など、見逃せない問題が揃っています。また今後カーボンニュートラルを目
指す中、自ずと各企業様はデジタル化への動きが更に加速していくことが想像されます。
コロナ禍の影響や、世界紛争、円高など、ものづくり企業様におかれましても、大きな転換期を迎え、様々な
対応策に向き合われていると存じます。
今秋開催される『製造業DX World Conference』では、富士通が考える製造現場における製造DX推
進への取り組み方などを発表させていただき、具体的なソリューションをデモブースで、ご覧いただけるように
致しました。
是非、この機会に、本リアルイベントへご参加いただけますようお願い申し上げます。

お申し込みURL： https://f2ff.jp/dxw/2022-fall/tokyo

https://f2ff.jp/dxw/2022-fall/tokyo
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お問い合わせ先
富士通株式会社 Digital Solution事業本部
SCMソリューション事業部 製品拡販窓口
E-mail：contact-fjmfg@cs.jp.fujitsu.com

開催概要
主催：株式会社ナオオプト・メディア
参加費：無料
同時開催：業務自動化カンファレンス 2022 秋

金融ICTカンファレンス 2022 秋
データ・マネタイゼーション カンファレンス 2022 秋

対象：製造業様 全部門

富士通セッション

【製造DXを実現するものづくりクラスター】
生産プロセスにおける製造管理から製造実行まで、垂直方向に問題点・課題・対策を可視化し、経営部門も素早く判断することができる正確な製造情報をリア
ルタイムに共有するしくみを、管理MESと現場MESの掛け合わせでご紹介します。
また、8月2日に提供開始した新製品『Fujitsu Application for SAP® Solutions Actual Costs Template』をご紹介します。本製品は、SAPを柔軟に
使うために最適なAdd-Inソリューションです。基幹システムSAP ERPをお使いのお客様向けの、迅速な原価・損益把握に加え、月次実際原価計算による正確な
原価・損益把握を実現できるソリューションとなります。

【展示製品】
・FUJITSU Manufacturing Industry Solution COLMINA MES
・SAP MES（SAP® Digital Manufacturing Cloud）
・Fujitsu Application for SAP® Solutions Actual Costs Template（実際原価）

富士通 展示ブース

会場アクセス

JPタワーホール＆カンファレンス ＫＩＴＴＥ4階 (〒100-7004 東京都千代田区丸の内二丁目7番2号)
JR東京駅 徒歩約1分 丸の内線東京駅 地下道より直結

千代田線二重橋前〈丸の内〉駅 徒歩約2分
三田線大手町駅 徒歩約4分 JR京葉線東京駅 徒歩約3分

有楽町線有楽町駅 徒歩約6分
JR有楽町駅 徒歩約6分

VUCA時代を生き抜く製造業には、日々刻々と変化するものづくり現場での予測不可能な変化にも柔軟でしなやかに適応する高い対応力が求められています。
製造現場の様々な情報を活用することで、経営視点での生産プロセス可視化や、生産業務プロセス改善へフィードバック、品質のフロントローディングなど、高度な
製造DX化が実現可能となります。 本セミナーでは、製造現場のDX化に向けたMES（製造実行システム）の更なる高度活用のイメージと、無理なく実現する
ためのStep-by-Stepアプローチについてご紹介いたします。

https://www.jptower-hall.jp/#access
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